
27aYJ-6 キセノン原子によるVUV光のファラデー回転
兵庫県立大学大学院物質理学研究科 石川潔、高木芳弘

Faraday rotation of broadband VUV light by Xe atoms
Univ. of Hyogo, Grad. School of Material Science Kiyoshi Ishikawa, Yoshihiro Takagi

核スピン偏極したキセノン (Xe)原子を磁気検出し、我々は、気体・液体・溶

液における核スピンダイナミクスを調べてきた。今回は、Xe原子によるファ

ラデー回転を観測し、核スピン偏極の光学検出の可能性を検討する。希ガス

であるXe原子は、核スピン状態を長く保つことができるが、それゆえ、基底

状態からの光学遷移のエネルギーが高く、共鳴は真空紫外 (VUV)域になる。

実験では、重水素ランプの光を分光器に通し、3Po
1(5p56s)−1S 0(5p6)遷移に

共鳴するVUV光 (147 nm)を得た。偏光子で直線偏光にし、その光をMgF2窓

の容器に照射する。自然同位体比のXeガスを、緩衝ガスの 4He, N2と共に容

器に封入した。検出光の伝播方向に振動磁場 B0を加え、反磁性ファラデー回

転によって透過する強度を位相検波する。図 1(a)のように、Xeガス圧を変え

スペクトルを観測すると、圧力 10 Paあたりから信号が現れ、約 200 Paまで

信号は大きくなる。その後、約 600 Paまでスペクトルは小さくなりながら、

短波長側にシフトする。この

とき、長波長側に信号は現れな

い。さらに圧力を上げていく

と、約 2 kPaまで信号が増大す

る。以上のように、反磁性フ

ァラデー回転は非常に高い光学

濃度 (αL∼105 )の原子気体でも

観測できる。また、図 1(b)の

吸収スペクトルと比較すると、

吸収は長波長側にシフトする

ので、強度の異常な圧力依存

性は Xe2分子に起因すること

を示唆する。講演では、反磁性

ファラデー回転に加え、核スピ

ン偏極によるファラデー回転

について報告する予定である。

図 1. (a) ファラデー回転スペクトルと (b) 吸収
スペクトル。それぞれ、分光器を掃引して観測
した。図中の数値は、Xeガスの圧力である。


